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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

6.4 計装設備（重大事故等対処設備） 

6.4.1 概  要 

重大事故等が発生し、計測機器（非常用のものを含む。）の故障により、当該重大事故等に対処す

るために監視することが必要なパラメータを計測することが困難となった場合において、当該パラ

メータを推定するために必要なパラメータを計測する設備を設置又は保管する。 

当該重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータ（炉心損傷防止対策及び格納

容器破損防止対策を成功させるために必要な発電用原子炉施設の状態を把握するためのパラメー

タ）は、「添付書類十 第 5.1.1 表」のうち「1.15 事故時の計装に関する手順等」のパラメータの

選定で分類された主要パラメータ（重要監視パラメータ及び有効監視パラメータ）とする。 

当該パラメータを推定するために必要なパラメータは、「添付書類十 第 5.1.1 表」のうち「1.15 

事故時の計装に関する手順等」のパラメータの選定で分類された代替パラメータ（重要代替監視パ

ラメータ及び常用代替監視パラメータ）とする。 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測する設備（重大事故等対処設備）につい

て、設計基準を超える状態における発電用原子炉施設の状態を把握するための能力（最高計測可能

温度等（設計基準最大値等））を明確にする。計測範囲を第 6.4.1 表及び第 6.4.2 表に、設計基準

最大値等を第 6.4.3 表に示す。 

計装設備（重大事故等対処用設備）概略系統図を第 6.4.1 図から第 6.4.4 図に示す。 

6.4.2 設計方針 

 (1) 監視機能喪失時に使用する設備 

6. 計測制御系統施設 

6.4 計装設備（重大事故等対処設備） 

6.4.1 概  要 

重大事故等が発生し，計測機器（非常用のものを含む。）の故障により，当該重大事故等に対処す

るために監視することが必要なパラメータを計測することが困難となった場合において，当該パラ

メータを推定するために必要なパラメータを計測する重大事故等対処設備を設置又は保管する。 

当該重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータ（炉心損傷防止対策及び格納

容器破損防止対策等を成功させるために必要な発電用原子炉施設の状態を把握するためのパラメ

ータ）は，添付書類十の「第 10－1 表 重大事故等対策における手順書の概要」のうち，「1.15 事

故時の計装に関する手順等」のパラメータの選定で分類された主要パラメータ（重要監視パラメー

タ及び有効監視パラメータ）とする。 

当該パラメータを推定するために必要なパラメータは，添付書類十の「第 10－1表 重大事故等

対策における手順書の概要」のうち，「1.15 事故時の計装に関する手順等」のパラメータの選定で

分類された代替パラメータ（重要代替監視パラメータ及び常用代替監視パラメータ）とする。 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測する設備（重大事故等対処設備）につい

て，設計基準を超える状態における発電用原子炉施設の状態を把握するための能力（最高計測可能

温度等（設計基準最大値等））を明確にする。計測範囲を第 6.4－1 表に，設計基準最大値等を第 6.4

－3 表に示す。 

また，電源設備の受電状態，重大事故等対処設備の運転状態及びその他の設備の運転状態により

発電用原子炉施設の状態を補助的に監視するパラメータを補助パラメータとする。なお，補助パラ

メータのうち，重大事故等対処設備を活用する手順等の着手の判断基準として用いるパラメータに

ついては，重大事故等対処設備とする。補助パラメータの対象を第 6.4－5表に示す。 

計装設備（重大事故等対処設備）の系統概要図を第 6.4－1図から第 6.4－6 図に示す。 

6.4.2 設計方針 

重大事故等に対処するために必要なパラメータを計測することが困難となった場合において，当

該パラメータを推定するための有効な情報を把握するための設備として以下の重大事故等対処設

備（監視機能喪失時に使用する設備，計器電源喪失時に使用する設備及びパラメータ記録時に使用

する設備）を設ける。 

(1) 監視機能喪失時に使用する設備 

設計方針の相違 

・東二は重大事故等時の対処に

使用済燃料プール内及び運転

停止中原子炉内の燃料損傷防

止対策を含めているため「等」

を記載（柏崎も同様）。 

記載表現の相違 

・表のタイトルを記載（柏崎と

同様）。 

設計方針の相違 

・重大事故等対処設備の補助パ

ラメータを定義付けし，後段の

表と紐づけた内容を追記。 

記載表現の相違 

・東二は基準規則の設備名を引

用し「重大事故等対処設備」と

し，また，「系統概要図」に統一。

（柏崎は「重要監視パラメータ

及び重要代替監視パラメータ

の計装設備概要図等」と記載）

記載方針の相違 

・他の条文に合わせ設計方針の

序文を追記（玄海，柏崎は記載

なし）。 

資料番号：SA設-16-1 改1

　　　　 2018年2月28日
日本原子力発電株式会社
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

発電用原子炉施設の状態の把握能力を超えた場合に発電用原子炉施設の状態を推定する手段

を有する設計とする。 

重要監視パラメータ又は有効監視パラメータ（原子炉容器内の温度、圧力及び水位並びに原子

炉容器、原子炉格納容器への注水量等）の計測が困難となった場合又は計測範囲を超えた場合は、

「添付書類十 第 5.1.1 表」のうち「1.15 事故時の計装に関する手順等」の計器故障又は計器

故障が疑われる場合の代替パラメータによる推定又は計器の計測範囲を超えた場合の代替パラ

メータによる推定の対応手段等により推定ができる設計とする。 

計器故障又は計器故障が疑われる場合に、当該パラメータの他チャンネル又は他ループの計器

がある場合、他チャンネル又は他ループの計器により計測するとともに、重要代替監視パラメー

タが複数ある場合は、推定する重要監視パラメータとの関係性がより直接的なパラメータ、検出

器の種類及び使用環境条件を踏まえた確からしさを考慮し、優先順位を定める。推定手段及び優

先順位を第 6.4.4 表に示す。 

現場の操作時に監視が必要なパラメータ及び常設の重大事故等対処設備の代替の機能を有す

るパラメータは、可搬型の重大事故等対処設備により計測できる設計とする。 

具体的なパラメータは、以下のとおりとする。 

・格納容器水素濃度 

・原子炉補機冷却水サージタンク圧力（SA） 

・格納容器再循環ユニット入口温度／出口温度（SA） 

 (2) 計器電源喪失時に使用する設備 

直流電源が喪失し計測に必要な計器電源が喪失した場合、特に重要なパラメータとして、重要

監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測する計器については、温度、圧力、水位及び

流量に係るものについて、乾電池を電源とした可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容

器内の温度、圧力、水位及び流量（注水量）計測用）及び可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原

子炉格納容器内の圧力、水位及び流量（注水量）計測用）（以下「可搬型計測器」という。）によ

り計測できる設計とする。計測できるパラメータ最大値等を第 6.4.3 表に示す。

可搬型計測器による計測においては、計測対象の選定を行う際の考え方として、同一パラメー

タにチャンネルが複数ある場合は、いずれか１つの適切なチャンネルを選定し計測又は監視する

ものとする。同一の物理量について、複数のパラメータがある場合は、いずれか１つの適切なパ

ラメータを選定し計測又は監視するものとする。 

具体的な設備は、以下のとおりとする。

発電用原子炉施設の状態の把握能力を超えた場合に発電用原子炉施設の状態を推定する手段

を有する設計とする。 

重要監視パラメータ又は有効監視パラメータ（原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位並びに

原子炉圧力容器及び原子炉格納容器への注水量等）の計測が困難となった場合又は計測範囲を超

えた場合は，添付書類十の「第 10－1 表 重大事故等対策における手順書の概要」のうち，「1.15

事故時の計装に関する手順等」の計器故障又は計器故障が疑われる場合の代替パラメータによる

推定又は計器の計測範囲を超えた場合の代替パラメータによる推定の対応手段等により推定が

できる設計とする。 

計器故障又は計器故障が疑われる場合に，当該パラメータの他チャンネルの計器がある場合，

他チャンネルの計器により計測するとともに，重要代替監視パラメータが複数ある場合は，推定

する重要監視パラメータとの関係性がより直接的なパラメータ，検出器の種類及び使用環境条件

を踏まえた確からしさを考慮し，優先順位を定める。推定手段及び優先順位を第 6.4－4 表に示

す。 

(2) 計器電源喪失時に使用する設備 

パラメータ分類名称の相違 

・玄海は「原子炉圧力容器」を

原子炉容器に読み替えている。

設計方式の相違 

・柏崎は「計器故障時」と記載。

東二は玄海同様，計器故障が疑

われる場合を含めた対応。

設備の相違 

・玄海はループプラントのため

「他ループの計器」を有する

が，東二は炉型の違いから「他

ループの計器」を有さないため

記載なし（柏崎も同様）。 

設計方針の相違 

・東二は可搬型計測器以外に，

可搬型の重大事故等対処設備

により計測する対象パラメー

タがないため，それに係る記載

もない（柏崎も同様）。 

以下，関連箇所を「※１」で表

す。 

記載箇所の相違 

・可搬型計測器は計器電源喪失

時に使用する設備であること

から，先に電源設備の設計方針

を，続いて，可搬型計測器を説

明する流れとしている（柏崎と

同様）。 

記載表現の相違 

・玄海の「計測する計器」を，

東二は「計測する設備」と記載

（前段（6.4.1 概要）で「重要
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

・可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の温度、圧力、水位及び流量（注水量）

計測用）（３号及び４号炉共用）

・可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の圧力、水位及び流量（注水量）計測

用）（３号及び４号炉共用） 

全交流動力電源が喪失した場合、又は直流電源の喪失が想定される場合において、計測設備へ

の代替電源設備として大容量空冷式発電機、蓄電池（重大事故等対処用）、直流電源用発電機及び

可搬型直流変換器を使用する。 

具体的な設備は、以下のとおりとする。 

・大容量空冷式発電機（10.2 代替電源設備） 

・蓄電池（重大事故等対処用）（10.2 代替電源設備） 

・直流電源用発電機（３号及び４号炉共用）（10.2 代替電源設備） 

・可搬型直流変換器（３号及び４号炉共用）（10.2 代替電源設備） 

大容量空冷式発電機、蓄電池（重大事故等対処用）、直流電源用発電機及び可搬型直流変換器に

ついては、「10.2 代替電源設備」にて記載する。 

全交流動力電源が喪失した場合又は直流電源の喪失が想定される場合において，計測設備への

代替電源設備として常設代替交流電源設備である常設代替高圧電源装置，可搬型代替交流電源設

備である可搬型代替低圧電源車並びに可搬型代替直流電源設備である可搬型代替低圧電源車及

び可搬型整流器を使用する。 

具体的な設備は，以下のとおりとする。 

・常設代替高圧電源装置（10.2 代替電源設備） 

・可搬型代替低圧電源車（10.2 代替電源設備） 

・可搬型整流器（10.2 代替電源設備） 

常設代替高圧電源装置，可搬型代替低圧電源車及び可搬型整流器については、「10.2 代替電

源設備」に示す。 

また，代替電源設備が喪失し計測に必要な計器電源が喪失した場合，特に重要なパラメータと

して，重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測する設備については，温度，圧力，

水位及び流量に係るものについて，乾電池を電源とした可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子

炉格納容器内の温度，圧力，水位及び流量（注水量）計測用）及び可搬型計測器（原子炉圧力容

器及び原子炉格納容器内の圧力，水位及び流量（注水量）計測用）（以下「可搬型計測器」とい

う。）により計測できる設計とする。計測できるパラメータ最大値等を第 6.4－3表に示す。

なお，可搬型計測器による計測においては，計測対象の選定を行う際の考え方として同一パラ

メータにチャンネルが複数ある場合は，いずれか 1つの適切なチャンネルを選定し計測又は監視

するものとする。また，同一の物理量について，複数のパラメータがある場合は，いずれか 1つ

の適切なパラメータを選定し計測又は監視するものとする。 

具体的な設備は，以下のとおりとする。 

・可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の温度，圧力，水位及び流量（注水量）

計測用） 

・可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の圧力，水位及び流量（注水量）計測

用） 

監視パラメータ及び重要代替

監視パラメータを計測する設

備」と説明しているため）（柏崎

も同様）。 

設備の相違，記載方針の相違 

・東二は全ての代替電源設備を

記載しておらず，電源喪失に伴

い使用する代替電源設備のみ

を記載（常設代替直流電源設備

である緊急用直流 125V 系蓄電

池は，最初から計器電源として

期待しているため）。 

設備の相違 

・東二は直流及び交流電源負荷

を有するため，玄海の「直流電

源」だけでなく，直流も交流も

含めて「代替電源設備」と記載

（柏崎も同様）。 

・なお，温度，圧力，水位及び

流量のうち可搬型計測器で計

測できないパラメータを下記

に示す。 

・使用済燃料プール水位・温度

（ＳＡ広域）・・・演算処理装置

を要するため。 

設計方針の相違 

・可搬型計測器は玄海同様に仕

様毎に記載。（柏崎は温度計測

用の１種類のため，可搬型計測

器の後の括弧書きはなく，「可

搬型計測器」のみ記載） 
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(3) パラメータ記録時に使用する設備 

原子炉格納容器内の温度、圧力、水位、水素濃度、放射線量率等想定される重大事故等の対応

に必要となる重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータが計測又は監視及び記録ができ

る設計とする。 

重大事故等の対応に必要となるパラメータは、原則、電磁的に記録、保存し、電源喪失により

保存した記録が失われないとともに帳票が出力できる設計とする。また、記録は必要な容量を保

存できる設計とする。重大事故等の対応に必要となる現場のパラメータについても、記録できる

設計とする。 

具体的な設備は、以下のとおりとする。 

・緊急時運転パラメータ伝送システム（SPDS）（３号及び４号炉共用） 

・SPDS データ表示装置（３号及び４号炉共用） 

・可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット入口温度／出口温度（SA）用）（３号及び４号

炉共用） 

(3) パラメータ記録時に使用する設備 

原子炉格納容器内の温度，圧力，水位，水素濃度，放射線量率等想定される重大事故等の対応

に必要となる重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測又は監視及び記録ができ

る設計とする。パラメータを計測又は監視及び記録するための設備として，データ伝送装置，緊

急時対策支援システム伝送装置及びＳＰＤＳデータ表示装置で構成する安全パラメータ表示シ

ステム（ＳＰＤＳ）並びにデータ表示装置を設ける。 

重大事故等の対応に必要となる重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータは，電磁的に

記録，保存し，電源喪失により保存した記録が失われないとともに帳票が出力できる設計とする。

また，記録は必要な容量を保存できる設計とする。 

具体的な設備は，以下のとおりとする。 

・安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ） 

・データ表示装置 

なお，安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）のうちデータ伝送装置の電源は，非常用所内

電源（非常用ディーゼル発電機）に加えて，全交流動力電源が喪失した場合においても，代替電

源設備である常設代替高圧電源装置又は可搬型代替低圧電源車から給電できる設計とする。 

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）のうち緊急時対策支援システム伝送装置及びＳＰＤ

Ｓデータ表示装置の電源は，非常用所内電源（非常用ディーゼル発電機）に加えて，全交流動力

電源が喪失した場合においても，代替電源設備である緊急時対策所用発電機から給電できる設計

とする。 

記載方針の相違

記載方針の相違

設備の相違 

・玄海は記録手段に記録用紙

（現場記録）と記録計（有効監

視パラメータ）を有するため

「原則」と記載。東二は重大事

故等の対応に必要となるパラ

メータの記録はＳＰＤＳのた

め「原則」の記載は不要（柏崎

と同様）。 

設備の相違 

・玄海はＭＣＲ側の伝送システ

ムで記録を補完できるのに対

し，東二はＭＣＲ側と緊対側の

両方の伝送装置が必要なため

（柏崎も同様）。 

設備の相違（※１による） 

設備の相違 

・東二はＭＣＲで監視するデー

タ表示装置（可搬型）を重大事

故等対処設備に位置づけて使

用するため。以下，関連箇所を

「※３」で表す。
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

その他、設計基準事故対処設備である非常用電源設備のディーゼル発電機を重大事故等対処設

備として使用する。 

ディーゼル発電機は、設計基準事故対処設備であるとともに、重大事故等時においても使用す

るため、「1.1.7 重大事故等対処設備に関する基本方針」に示す設計方針を適用する。ただし、

多様性、位置的分散等を考慮すべき対象の設計基準事故対処設備はないことから、「1.1.7 重大

事故等対処設備に関する基本方針」のうち多様性、位置的分散等の設計方針は適用しない。

ディーゼル発電機については「10.2 代替電源設備」にて記載する。 

6.4.2.1 多様性、位置的分散 

基本方針については、「1.1.7.1 多様性、位置的分散、悪影響防止等」に示す。 

常設及び可搬型の重大事故等対処設備のうち重要代替監視パラメータを計測する設備は、重要監

視パラメータと異なる物理量（水位、注水量等）の計測又は測定原理とすることで、重要監視パラ

メータを計測する設備に対して可能な限り多様性を持った計測方法により計測できる設計とする。 

重要代替監視パラメータは重要監視パラメータと可能な限り位置的分散を図る設計とする。 

重要監視パラメータの計測、重要監視パラメータの他チャンネルの計測及び重要代替監視パラメ

ータの計測における電源は、ディーゼル発電機に対して多様性を持った大容量空冷式発電機から給

電できる設計とする。電源設備の多様性、位置的分散については「10.2 代替電源設備」にて記載

する。 

6.4.2.2 悪影響防止 

基本方針については、「1.1.7.1 多様性、位置的分散、悪影響防止等」に示す。 

常設の重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの計測装置は他の設備から独立して単

独で使用可能とし、他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

常設の重大事故等対処設備のうち、多重性を有するパラメータの計測装置は、チャンネル相互を

物理的、電気的に分離し、チャンネル間の独立を図るとともに、重要監視パラメータ及び重要代替

監視パラメータの計測装置の間においてもパラメータ相互を分離し、独立を図ることで、他の設備

に悪影響を及ぼさないよう独立した設計とする。 

その他，設計基準事故対処設備である非常用交流電源設備の２Ｃ・２Ｄ 非常用ディーゼル発

電機及び高圧炉心スプレイ系非常用ディーゼル発電機を重大事故等対処設備として使用する。 

非常用ディーゼル発電機及び安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）は，設計基準対象施設で

あるとともに，重大事故等時においても使用するため，「1.1.7 重大事故等対処設備に関する基

本方針」に示す設計方針を適用する。ただし，多様性，位置的分散を考慮すべき対象の設計基準対

象施設はないことから，「1.1.7 重大事故等対処設備に関する基本方針」のうち多様性，位置的分

散の設計方針は適用しない。 

非常用ディーゼル発電機については，「10.2 代替電源設備」に示す。 

6.4.2.1 多様性，位置的分散 

基本方針については，「1.1.7.1 多様性，位置的分散，悪影響防止等」に示す。 

重大事故等対処設備のうち重要代替監視パラメータを計測する設備は，重要監視パラメータと異

なる物理量（水位，注水量等）の計測又は測定原理とすることで，重要監視パラメータを計測する

設備に対して可能な限り多様性を持った計測方法により計測できる設計とする。 

重要代替監視パラメータは，重要監視パラメータと可能な限り位置的分散を図る設計とする。 

重要監視パラメータを計測する設備及び重要代替パラメータを計測する設備の電源は，共通要因

によって同時に機能を損なわないよう，非常用ディーゼル発電機に対して多様性を有する常設代替

交流電源設備である常設代替高圧電源装置，可搬型代替交流電源設備である可搬型代替低圧電源車

並びに可搬型代替直流電源設備である可搬型代替低圧電源車及び可搬型整流器から給電できる設

計とする。電源設備の多様性，位置的分散については，「10.2 代替電源設備」に示す。 

6.4.2.2 悪影響防止 

基本方針については，「1.1.7.1 多様性，位置的分散，悪影響防止等」に示す。 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測する設備のうち，多重性を有するパラメ

ータの計測装置又は重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの計測装置について，パラメ

ータ相互をヒューズ，アイソレータ等により電気的に分離することで，他の設備に悪影響を及ぼさ

ない設計とする。 

設備名称の相違 

・期待するＤＧを全て記載。 

記載内容の相違 

・ＤＧ（設計基準事故対処設備）

とＳＰＤＳ（設計基準対象施

設）両方を指して設計基準対象

施設と記載。

設備の相違（※１による）

・東二は可搬型の対象パラメー

タがないため，「常設及び可搬

型」を記載する必要がない（柏

崎も同様）。

記載表現，設備名称の相違 

・主語の記載は全体のトーンに

合わせ記載（柏崎と同様）。 

設計方針の相違 

・東二はＤＢの原子炉圧力と原

子炉水位の検出配管を兼用し，

同じ系統構成で使用するため

（柏崎もこの記載はない）。

設計方針の相違

・東二は多重性を有するフィル

タ装置水位の検出配管を兼用

しているため，チャンネル相互

を物理的に分離できないため，

電気的に分離することで，他の

設備へ影響を及ぼさない設計
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

可搬型の格納容器水素濃度及び原子炉補機冷却水サージタンク圧力（SA）の計測装置並びに格納

容器再循環ユニット入口温度／出口温度（SA）の計測装置である可搬型温度計測装置（格納容器再

循環ユニット入口温度／出口温度（SA）用）並びに可搬型計測器は、通常時は接続先の系統と分離

された状態であること及び重大事故等時は重大事故等対処設備として系統を構成することで、他の

設備に悪影響を及ぼさない設計とする。

緊急時運転パラメータ伝送システム（SPDS）及び SPDS データ表示装置は、設計基準対象施設と

して使用する場合と同じ系統構成で重大事故等対処設備として使用することで、他の設備に悪影響

を及ぼさない設計とする。 

6.4.2.3 共用の禁止

基本方針については、「1.1.7.1 多様性、位置的分散、悪影響防止等」に示す。 

緊急時運転パラメータ伝送システム（SPDS）及び SPDS データ表示装置は、号炉の区分けなく記

録することで、必要な情報（相互のプラント状況、運転員の対応状況等）を共有・考慮しながら、

総合的な管理（事故処置を含む。）を行うことができ、安全性の向上が図れることから、３号炉及び

４号炉で共用する設計とする。 

これらの設備は、共用により悪影響を及ぼさないよう、３号炉及び４号炉に必要な容量を確保す

るとともに、号炉の区分けなく記録できる設計とする。 

6.4.2.4 容量等 

基本方針については「1.1.7.2 容量等」に示す。 

常設の重大事故等対処設備のうち以下のパラメータを計測する設備は、設計基準事故時の計測機

能と兼用しており、設計基準事故時に使用する場合の計測範囲が、計器の不確かさを考慮しても設

計基準を超える状態において発電用原子炉施設の状態を推定できるため、設計基準事故対処設備と

同仕様の設計とする。 

・１次冷却材高温側温度（広域） 

・１次冷却材低温側温度（広域） 

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）は，設計基準対象施設として使用する場合と同じ系統

構成で重大事故等対処設備として使用することで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

データ表示装置は，重大事故等時は重大事故等対処設備として系統を構成することで，他の設備

に悪影響を及ぼさない設計とする。 

可搬型計測器は，通常待機時に接続先の系統と分離された状態であること及び重大事故等時は重

大事故等対処設備として系統を構成することで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

6.4.2.3 容 量 等 

基本方針については，「1.1.7.2 容量等」に示す。 

常設の重大事故等対処設備のうち以下のパラメータを計測する設備は，設計基準事故時の計測機

能と兼用しており，設計基準事故時に使用する場合の計測範囲が，計器の不確かさを考慮しても設

計基準を超える状態において発電用原子炉施設の状態を推定できるため，設計基準事故対処設備と

同仕様の設計とする。 

・原子炉圧力 

・原子炉水位（広帯域） 

とする。

設備の相違（※１による）

記載箇所の相違

・玄海は現場計測を必要とする

可搬型のパラメータに続き，可

搬型計測器を説明する流れ。東

二は現場計測を必要とする可

搬型パラメータが無いため，Ｓ

ＰＤＳの後に可搬型計測器を

説明（柏崎と同様）。 

以下，関連箇所を「※２」で表

す。 

設備の相違（※３による） 

柏崎と大筋の記載内容は同じ。

設備の相違 

・東二は共用を有さないため。

＜玄海＞ 

・設備の相違 
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

・１次冷却材圧力 

・加圧器水位 

・原子炉容器水位 

・高圧注入ポンプ流量 

・余熱除去流量 

・格納容器内温度 

・格納容器圧力 

・格納容器再循環サンプ水位（広域） 

・格納容器再循環サンプ水位（狭域） 

・格納容器内高レンジエリアモニタ（低レンジ） 

・格納容器内高レンジエリアモニタ（高レンジ） 

・出力領域中性子束 

・中間領域中性子束 

・中性子源領域中性子束 

・蒸気発生器狭域水位 

・蒸気発生器広域水位 

・補助給水流量 

・主蒸気ライン圧力 

・原子炉補機冷却水サージタンク水位 

・燃料取替用水タンク水位 

・ほう酸タンク水位 

・復水タンク水位 

常設の重大事故等対処設備のうち以下のパラメータを計測する設備は、計器の不確かさを考慮し

ても設計基準を超える状態において発電用原子炉施設の状態を推定できる設計とする。 

・格納容器内温度（SA） 

・AM 用消火水積算流量 

・Ｂ格納容器スプレイ流量積算流量 

・AM 用格納容器圧力 

・原子炉格納容器水位 

・原子炉下部キャビティ水位 

・アニュラス水素濃度 

・原子炉水位（燃料域） 

・原子炉隔離時冷却系系統流量 

・高圧炉心スプレイ系系統流量 

・残留熱除去系系統流量 

・低圧炉心スプレイ系系統流量 

・格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｄ／Ｗ） 

・格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｓ／Ｃ） 

・起動領域計装 

・平均出力領域計装 

・残留熱除去系熱交換器入口温度 

・残留熱除去系熱交換器出口温度 

・残留熱除去系海水系系統流量 

・原子炉隔離時冷却系ポンプ吐出圧力 

・高圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

・残留熱除去系ポンプ吐出圧力 

・低圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

・使用済燃料プール水位・温度（ＳＡ広域） 

常設の重大事故等対処設備のうち以下のパラメータを計測する設備は，計器の不確かさを考慮し

ても設計基準を超える状態において発電用原子炉施設の状態を推定できる設計とする。 

・原子炉圧力容器温度 

・原子炉圧力（ＳＡ） 

・原子炉水位（ＳＡ広帯域） 

・原子炉水位（ＳＡ燃料域） 

・高圧代替注水系系統流量 

・低圧代替注水系原子炉注水流量 

・代替循環冷却系原子炉注水流量 

・低圧代替注水系格納容器スプレイ流量 

・低圧代替注水系格納容器下部注水流量 

・代替循環冷却系格納容器スプレイ流量 

＜柏崎との相違＞ 

柏崎にあって東二にないパラ

メータ 

・格納容器内水素濃度，格納容

器内酸素濃度（柏崎は既設ＣＡ

ＭＳをＳＡ設備に，東二は自主

対策設備に位置づけているた

め） 

・原子炉補機冷却水系系統流

量，残留熱除去系熱交換器入口

冷却水流量（東二の緊急用海水

系の流量に相当するため） 

東二にあって柏崎にないパラ

メータ 

・原子炉隔離時冷却系ポンプ吐

出圧力（東二は当該ぱらめーた

をサプレッション・プール水

（水源）の代替パラメータに設

定しているため） 

・低圧炉心スプレイ系系統流

量，低圧炉心スプレイ系ポンプ

吐出圧力（柏崎はＬＰＣＳ系が

ないため） 

＜玄海＞ 

・設備の相違 

＜柏崎との相違＞ 

柏崎にあって東二にないパラ

メータ 

・復水補給水系流量（RHR A 系

代替注水流量），復水補給水系

流量（RHR B 系代替注水流量），

復水補給水系流量（格納容器下
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

・ドライウェル雰囲気温度 

・サプレッション・チェンバ雰囲気温度 

・サプレッション・プール水温度 

・格納容器下部水温 

・ドライウェル圧力 

・サプレッション・チェンバ圧力 

・サプレッション・プール水位 

・格納容器下部水位 

・格納容器内水素濃度（ＳＡ） 

・フィルタ装置水位 

・フィルタ装置圧力 

・フィルタ装置スクラビング水温度 

・フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

・フィルタ装置入口水素濃度 

・耐圧強化ベント系放射線モニタ 

・代替循環冷却系ポンプ入口温度 

・緊急用海水系流量（残留熱除去系熱交換器） 

・緊急用海水系流量（残留熱除去系補機） 

・代替淡水貯槽水位 

・西側淡水貯水設備水位 

・常設高圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

・常設低圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

・代替循環冷却系ポンプ吐出圧力 

・原子炉建屋水素濃度 

・静的触媒式水素再結合器動作監視装置 

・格納容器内酸素濃度（ＳＡ） 

・使用済燃料プール温度（ＳＡ） 

・使用済燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

・使用済燃料プール監視カメラ（使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置を含む） 

部注水流量），復水補給水系温

度（代替循環冷却系） 

（東二の常設低圧代替注水系

及び代替循環冷却系の流量に

相当するため） 

・フィルタ装置入口圧力（東二

は，フィルタ装置の通気状態を

フィルタ装置圧力により監視

するため），フィルタ装置金属

フィルタ差圧（東二は，金属フ

ィルタの閉塞状態をフィルタ

装置圧力及びフィルタ装置出

口放射線モニタにより監視す

るため），フィルタ装置スクラ

バ水ｐＨ（東二の pＨ計は，系

統運転時及び事故収束時にフ

ィルタ性能が維持可能で，系統

待機時以外は監視する必要が

ないことから，自主対策設備に

位置づけているため） 

・復水貯蔵槽水位（SA），復水移

送ポンプ吐出圧力（東二は復水

貯蔵タンクをＳＡ設備に位置

づけていないため） 

・使用済燃料貯蔵プール水位・

温度（SA）（東二の SFP 水位は

プール上端付近から底部まで

測定可能な使用済燃料プール

水位・温度（ＳＡ広域）のみを

設置。柏崎は測定範囲の異なる

使用済燃料貯蔵プール水位（SA

広域）及び使用済燃料プール水

位（SA）を設置） 

東二にあって柏崎にないパラ

メータ 
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

可搬型の重大事故等対処設備は、設計基準を超える状態において発電用原子炉施設の状態を推定

するための計測範囲及び十分に余裕のある個数を有する設計とする。 

可搬型の格納容器水素濃度の計測装置は、３号炉及び４号炉で同時に被災した場合においても、

系統を切替えることにより共用して使用可能であるため、３号炉及び４号炉で１セット１個使用す

・低圧代替注水系原子炉注水流

量，代替循環冷却系原子炉注水

流量，低圧代替注水系格納容器

スプレイ流量，低圧代替注水系

格納容器下部注水流量，代替循

環冷却系格納容器スプレイ流

量，代替循環冷却系ポンプ入口

温度，常設高圧代替注水系ポン

プ吐出圧力，常設低圧代替注水

系ポンプ吐出圧力，代替循環冷

却系ポンプ吐出圧力 

（系統・設備の違い） 

・格納容器下部水温（東二固有

のＭＣＣＩ／ＦＣＩ対策のた

め） 

・フィルタ装置圧力，フィルタ

装置スクラビング水温度（フィ

ルタ装置の構造上の違い） 

・緊急用海水系流量（残留熱除

去系熱交換器），緊急用海水系

流量（残留熱除去系補機）（東二

固有の遡上津波対策のため） 

・代替淡水貯槽水位，西側淡水

貯水設備水位（東二固有の水源

対策のため） 

・格納容器内酸素濃度（ＳＡ）

（既設ＣＡＭＳの代替として

新規に設置するため） 

・使用済燃料プール温度（ＳＡ）

（緊急安全対策で設置の温度

計を設定しているため）

設備の相違（※１による）
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

る。保有数は、３号炉及び４号炉で１セット１個、故障時及び保守点検による待機除外時のバック

アッフ用として２個の合計３個（３号及び４号炉共用）を保管する。 

可搬型の原子炉補機冷却水サージタンク圧力（SA）の計測装置は、３号炉及び４号炉それぞれで

１セット１個使用する。保有数は、３号炉及び４号炉それぞれで１セット１個、故障時及び保守点

検による待機除外時のバックアップ用として２個の合計４個（３号及び４号炉共用）を保管する。 

格納容器再循環ユニット入口温度／出口温度（SA）の計測装置である可搬型温度計測装置（格納

容器再循環ユニット入口温度／出口温度（SA）用）は、３号炉及び４号炉それぞれで１セット４個

（測定時の故障を想定した３号炉及び４号炉それぞれ１個含む）使用する。保有数は、３号炉及び

４号炉それぞれで１セット４個、故障時及び保守点検による待機除外時のバックアップ用として４

個の合計 12 個（３号及び４号炉共用）を保管する。 

可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の温度、圧力、水位及び流量（注水量）計

測用）は、３号炉及び４号炉それぞれで１セット９個（測定時の故障を想定した３号炉及び４号炉

それぞれ１個含む）使用する。保有数は、３号炉及び４号炉それぞれで１セット９個、故障時及び

保守点検による待機除外時のバックアップ用として９個の合計 27 個（３号及び４号炉共用）を保

管する。 

可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の圧力、水位及び流量（注水量）計測用）

は、３号炉及び４号炉それぞれで１セット 32 個（測定時の故障を想定した３号炉及び４号炉それ

ぞれ１個含む）使用する。保有数は、３号炉及び４号炉それぞれで１セット 32 個、故障時及び保守

点検による待機除外時のバックアップ用として 32個の合計 96 個（３号及び４号炉共用）を保管す

る。

緊急時運転パラメータ伝送システム（SPDS）及び SPDS データ表示装置は、発電所内外の通信連

絡をする必要のある場所と必要なデータ量を伝送できる設計とする。 

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）は，想定される重大事故等時に発電所内の通信連絡を

する必要のある場所に必要なデータ量を伝送することができる設計とする。 

データ表示装置は，中央制御室の運転員等が，発電用原子炉施設の主要な計測装置の監視を行う

ために必要なデータを表示することができる設計とする。

可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の温度，圧力，水位及び流量（注水量）の

計測用）は，1セット 20個（測定時の故障を想定した 1個を含む）を使用する。保有数は，故障時

及び保守点検による待機除外時の予備として 20個を含めて合計 40 個を分散して保管する。

可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の圧力，水位及び流量（注水量）の計測用）

は，1セット 19個（測定時の故障を想定した 1個含む）使用する。保有数は，故障時及び保守点検

による待機除外時の予備として 19個を含めて合計 38個を分散して保管する。

記載箇所の相違（※２による）

記載方針の相違 

・玄海は 62 条要求の発電所外

を含めて記載。東二は 58 条の

記録要求に必要な発電所内に

留めた記載（柏崎と同様）。 

設備の相違（※３による） 

記載箇所の相違 

・可搬型計測器の配備数は，「Ｎ

＋予備１」を基本とし，さらに，

大規模損壊を想定し，ＭＣＲと

緊急時対策所に分散・保管する

ため，「Ｎ＋予備１」×２とす

る。この考え方は，玄海・柏崎

と同様。 
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

6.4.2.5 環境条件等 

基本方針については、「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

常設の重大事故等対処設備のうち以下のパラメータを計測する設備は、原子炉格納容器内に設置

し、重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

・１次冷却材高温側温度（広域） 

・１次冷却材低温側温度（広域） 

・１次冷却材圧力 

・加圧器水位 

・原子炉容器水位 

・格納容器内温度 

・格納容器内温度（SA） 

・格納容器再循環サンプ水位（広域） 

・格納容器再循環サンプ水位（狭域） 

・原子炉格納容器水位 

・原子炉下部キャビティ水位 

・格納容器内高レンジエリアモニタ（低レンジ） 

・格納容器内高レンジエリアモニタ（高レンジ） 

・出力領域中性子束 

・中間領域中性子束 

・中性子源領域中性子束 

・蒸気発生器狭域水位 

・蒸気発生器広域水位 

なお、出力領域中性子束、中間領域中性子束及び中性子源領域中性子束については、重大事故等

時初期における原子炉格納容器内の環境条件を考慮した設計とする。 

常設の重大事故等対処設備のうち以下のパラメータを計測する設備は、原子炉補助建屋内に設置

し、重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。また、インターフェイスシステム LOCA

時に使用する設備であるため、その環境条件を考慮した設計とする。

・高圧注入ポンプ流量 

・余熱除去流量 

6.4.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 環境条件等」に示す。 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメータを計測する設備は，原

子炉格納容器内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

・原子炉圧力容器温度 

・ドライウェル雰囲気温度 

・サプレッション・チェンバ雰囲気温度 

・サプレッション・プール水温度 

・格納容器下部水温 

・格納容器下部水位 

・起動領域計装 

・平均出力領域計装 

なお，起動領域計装，平均出力領域計装については，重大事故等時初期における原子炉格納容器

内の環境条件を考慮した設計とする。 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメータを計測する設備は，原

子炉建屋原子炉棟内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。

・原子炉圧力 

・原子炉圧力（ＳＡ） 

・原子炉水位（広帯域） 

・原子炉水位（燃料域） 

・原子炉水位（ＳＡ広帯域） 

・原子炉水位（ＳＡ燃料域） 

・高圧代替注水系系統流量 

設備の相違（※１による）

記載表現の相違 

設備の相違 

設備の相違 

・当該パラメータは，重大事故

等時初期に未臨界確認に使用

するＰＣＶ内環境条件を考慮

した設計とする。 

設備の相違（※１による） 

記載表現の相違 

設備の相違 

・東二は環境条件を IS-LOCA 時

に限定せず，ＳＡ事象を考慮し

て設定しているため，記載は不

要（柏崎も IS-LOCA に関する記
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

常設の重大事故等対処設備のうち以下のパラメータを計測する設備は、原子炉周辺建屋内に設置

し、重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。また、インターフェイスシステム LOCA

時に使用する設備であるため、その環境影響を受けない原子炉周辺建屋内の区画に設置する設計と

する。

・低圧代替注水系原子炉注水流量  

・代替循環冷却系原子炉注水流量 

・原子炉隔離時冷却系系統流量 

・高圧炉心スプレイ系系統流量 

・残留熱除去系系統流量 

・低圧炉心スプレイ系系統流量 

・低圧代替注水系格納容器スプレイ流量 

・低圧代替注水系格納容器下部注水流量 

・代替循環冷却系格納容器スプレイ流量 

・ドライウェル圧力 

・サプレッション・チェンバ圧力 

・サプレッション・プール水位 

・格納容器内水素濃度（ＳＡ） 

・格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｄ／Ｗ） 

・格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｓ／Ｃ） 

・代替循環冷却系ポンプ入口温度 

・残留熱除去系熱交換器入口温度 

・残留熱除去系熱交換器出口温度 

・常設高圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

・代替循環冷却系ポンプ吐出圧力 

・原子炉隔離時冷却系ポンプ吐出圧力 

・高圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

・残留熱除去系ポンプ吐出圧力 

・低圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

・原子炉建屋水素濃度 

・静的触媒式水素再結合器動作監視装置 

・格納容器内酸素濃度（ＳＡ） 

・使用済燃料プール水位・温度（ＳＡ広域） 

・使用済燃料プール温度（ＳＡ） 

・使用済燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

・使用済燃料プール監視カメラ（使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置を含む）のうち使用済

燃料プール監視カメラ 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメータを計測する設備は，原

子炉建屋廃棄物処理棟内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とす

る。 

載はなし）。 

設備の相違（※１による） 

記載表現の相違 

設備の相違 

・前述の IS-LOCA 時の環境条件
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

・補助給水流量 

・主蒸気ライン圧力 

常設の重大事故等対処設備のうち以下のパラメータを計測する設備は、原子炉補助建屋内に設置

し、重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

・Ｂ格納容器スプレイ流量積算流量 

・原子炉補機冷却水サージタンク水位 

・ほう酸タンク水位 

・AM 用消火水積算流量 

常設の重大事故等対処設備のうち以下のパラメータを計測する設備は、燃料取替用水タンク建屋

内に設置し、重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

・燃料取替用水タンク水位 

常設の重大事故等対処設備のうち以下のパラメータを計測する設備は、原子炉周辺建屋内に設置

し、重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

・格納容器圧力 

・AM 用格納容器圧力 

・復水タンク水位 

・アニュラス水素濃度 

可搬型の格納容器水素濃度の計測装置は、原子炉補助建屋内に保管及び設置し、重大事故等時に

おける環境条件を考慮した設計とする。操作は設置場所（計測場所）で可能な設計とする。 

可搬型の原子炉補機冷却水サージタンク圧力（SA）の計測装置は、原子炉補助建屋内、４号炉の

原子炉周辺建屋内、代替緊急時対策所内又は緊急時対策所（緊急時対策棟内）内に保管し、３号炉

の重大事故等時は原子炉補助建屋内に設置し、４号炉の重大事故等時は４号炉の原子炉周辺建屋内

に設置するため、重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。操作は設置場所（計測場

所）で可能な設計とする。 

格納容器再循環ユニット入口温度／出口温度（SA）の計測装置である可搬型温度計測装置（格納

・フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

・フィルタ装置入口水素濃度 

・残留熱除去系海水系系統流量 

・緊急用海水系流量（残留熱除去系熱交換器） 

・緊急用海水系流量（残留熱除去系補機） 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメータを計測する設備は，格

納容器圧力逃がし装置格納槽内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設

計とする。 

・フィルタ装置水位  

・フィルタ装置圧力  

・フィルタ装置スクラビング水温度  

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメータを計測する設備は，常

設低圧代替注水系格納槽内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計と

する。 

・代替淡水貯槽水位 

・常設低圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメータを計測する設備は，常

設代替高圧電源装置置場に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とす

る。 

・西側淡水貯水設備水位

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメータを計測する設備は，屋

外に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

・フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ） 

・耐圧強化ベント系放射線モニタ 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち以下のパラメータを計測する設備は，原

子炉建屋付属棟内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

・使用済燃料プール監視カメラ（使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置を含む）のうち使用済

燃料プール監視カメラ用空冷装置 

設定の考え方と同様。

設備の相違（※１による） 

記載表現の相違 

・柏崎は「原子炉建屋内の原子

炉区域外，タービン建屋内又は

廃棄物処理建屋内」に設置の計

測設備を纏めて記載。東二は玄

海同様に設置場所ごとに分け

て記載。 

設備の相違（※１による）
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

容器再循環ユニット入口温度／出口温度（SA）用）は、原子炉補助建屋内、代替緊急時対策所内又

は緊急時対策所（緊急時対策棟内）内に保管し、３号炉の重大事故等時は原子炉補助建屋及び３号

炉の原子炉周辺建屋内に設置し、４号炉の重大事故等時は４号炉の原子炉周辺建屋内に設置するた

め、重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。操作は設置場所（計測場所）で可能な

設計とする。 

可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の温度、圧力、水位及び流量（注水量）計

測用）は、原子炉補助建屋内、代替緊急時対策所内又は緊急時対策所（緊急時対策棟内）内に保管

し、３号炉及び４号炉の重大事故等時は原子炉補助建屋内に設置するため、重大事故等時における

環境条件を考慮した設計とする。操作は設置場所（計測場所）で可能な設計とする。

可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の圧力、水位及び流量（注水量）計測用）

は、原子炉補助建屋内、代替緊急時対策所内又は緊急時対策所（緊急時対策棟内）内に保管し、３

号炉及び４号炉の重大事故等時は原子炉補助建屋内に設置するため、重大事故等時における環境条

件を考慮した設計とする。操作は設置場所（計測場所）で可能な設計とする。

緊急時運転パラメータ伝送システム（SPDS）は、原子炉補助建屋及び４号炉の原子炉周辺建屋内

に設置し、重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。 

SPDS データ表示装置は、代替緊急時対策所内又は緊急時対策所（緊急時対策棟内）内に設置し、

重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。操作は設置場所で可能な設計とする。 

6.4.2.6 操作性の確保 

基本方針については、「1.1.7.4 操作性及び試験・検査性について」に示す。 

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）のうちデータ伝送装置は，原子炉建屋付属棟内に設置

し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。データ伝送装置は，想定さ

れる重大事故等時に操作を行う必要がない設計とする。

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）のうち緊急時対策支援システム伝送装置は，緊急時対

策所建屋内に設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。緊急時対

策支援システム伝送装置は，想定される重大事故等時に操作を行う必要がない設計とする。

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）のうちＳＰＤＳデータ表示装置は，緊急時対策所内に

設置し，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。ＳＰＤＳデータ表示装

置の操作は，想定される重大事故等時において，設置場所（監視場所）で可能な設計とする。 

データ表示装置は，原子炉建屋付属棟内及び緊急時対策所建屋内に保管し，重大事故等時は原子

炉建屋付属棟内に設置するため，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とす

る。データ表示装置の操作は，想定される重大事故等時において，設置場所（監視場所）で可能な

設計とする。 

可搬型計測器は，原子炉建屋付属棟内及び緊急時対策所建屋内に保管し，重大事故等時は原子炉

建屋付属棟内に設置するため，想定される重大事故等時における環境条件を考慮した設計とする。

可搬型計測器の操作は，想定される重大事故等時において，設置場所（計測場所）で可能な設計と

する。 

6.4.2.5 操作性の確保 

基本方針については，「1.1.7.4 操作性及び試験・検査性について」に示す。 

記載箇所の相違（※２による）

設備の相違 

設備の相違

設備の相違

設備の相違（※３による）

記載方針の相違 

・玄海は 2種類の可搬型計測器

を設計方針は同じでも，それぞ

れ分けて記載。東二は「可搬型

計測器」について前述（P3）で

呼び込んでいるため，纏めて記

載。以下，関連箇所を「※４」

で表す。 
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

可搬型の格納容器水素濃度の計測装置に使用する計装ケーブルの接続は、コネクタ接続とし、接

続規格を統一することにより、現場で確実に接続できる設計とする。格納容器水素濃度の指示値は、

中央制御室にて確認できる設計とする。 

格納容器水素濃度の計測装置は、台車により運搬、移動ができる設計とするとともに、一般的に

使用される工具を用いて、設置場所にて固定できる設計とする。 

格納容器水素濃度の計測装置を使用した原子炉格納容器内の水素濃度の監視を行う系統は、設計

基準対象施設と兼用せず重大事故等が発生した場合でも、通常時の系統から弁操作等にて速やかに

切替えできる設計とする。 

また、切替えに伴う配管の接続作業は、簡便な接続規格とし、接続規格を統一することにより、

確実に接続できる設計とする。 

可搬型の原子炉補機冷却水サージタンク圧力（SA）の計測装置の接続は、簡便な接続規格による

接続とし、現場で確実に接続できる設計とする。また、設計基準対象施設と兼用せず、弁操作等に

て速やかに切替えできる設計とする。接続口は、３号炉及び４号炉とも同一規格の接続を行う設計

とする。 

格納容器再循環ユニット入口温度／出口温度（SA）の計測装置である可搬型温度計測装置（格納

容器再循環ユニット入口温度／出口温度（SA）用）は、検出器と温度計本体の接続はプラグ接続と

し、接続規格を統一することにより、確実に接続できる設計とする。また、設計基準対象施設と兼

用せず、他の系統と切り替えることなく使用できる設計とし、付属の操作スイッチにより、設置場

所での操作が可能な設計とする。接続口は、３号炉及び４号炉とも同一規格の接続を行う設計とす

る。 

可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の温度、圧力、水位及び流量（注水量）計

測用）の計装ケーブルの接続は、プラグ接続とし、現場で確実に接続できる設計とし、付属の操作

スイッチにより設置場所での操作が可能な設計とする。また、設計基準対象施設と兼用せず、他の

系統と切り替えることなく使用できる設計とする。接続口は、３号炉及び４号炉とも同一規格の接

続を行う設計とする。

可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の圧力、水位及び流量（注水量）計測用）

の計装ケーブルの接続はプラグ接続とし、現場で確実に接続できる設計とし、付属の操作スイッチ

により設置場所での操作が可能な設計とする。また、設計基準対象施設と兼用せず、他の系統と切

り替えることなく使用できる設計とする。接続口は、３号炉及び４号炉とも同一規格の接続を行う

設計とする。

緊急時運転パラメータ伝送システム（SPDS）及び SPDS データ表示装置を使用したパラメータ記

録を行う系統は、重大事故等が発生した場合でも、設計基準対象施設として使用する場合と同じ系

統構成で重大事故等対処設備として使用する設計とする。

緊急時運転パラメータ伝送システム（SPDS）は、常時伝送を行うため、通常操作を必要としない

設計とする。 

SPDS データ表示装置は、記録時においては、付属の操作スイッチにより設置場所での操作が可能

設備の相違（※１による）

記載箇所の相違（※２による）

・これまでの流れに合わせ，先

にパラメータ関係，次にＳＰＤ

Ｓ，最後に可搬型計測器を記載

（柏崎と同様）。 
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

な設計とする。

常設の重大事故等対処設備のうち、以下のパラメータを計測する設備は設計基準対象施設として

使用する場合と同じ構成で使用できる設計とする。 

・１次冷却材高温側温度（広域） 

・１次冷却材低温側温度（広域） 

・１次冷却材圧力 

・加圧器水位 

・原子炉容器水位 

・高圧注入ポンプ流量 

・余熱除去流量 

・格納容器内温度 

・格納容器圧力 

・格納容器再循環サンプ水位（広域） 

・格納容器再循環サンプ水位（狭域） 

・格納容器内高レンジエリアモニタ（低レンジ） 

・格納容器内高レンジエリアモニタ（高レンジ） 

・出力領域中性子束 

・中間領域中性子束 

・中性子源領域中性子束 

・蒸気発生器狭域水位 

・蒸気発生器広域水位 

・補助給水流量 

・主蒸気ライン圧力 

・原子炉補機冷却水サージタンク水位 

・燃料取替用水タンク水位 

・ほう酸タンク水位 

・復水タンク水位 

常設の重大事故等対処設備のうち、以下のパラメータを計測する設備は設計基準対象施設と兼用

せず、他の系統と切り替えることなく使用できる設計とする。 

・格納容器内温度（SA） 

・AM 用消火水積算流量 

・Ｂ格納容器スプレイ流量積算流量 

・AM 用格納容器圧力 

・原子炉格納容器水位 

・原子炉下部キャビティ水位 

・アニュラス水素濃度 

常設の重大事故等対処設備のうち以下のパラメータを計測する設備は，設計基準対象施設として

使用する場合と同じ構成で使用できる設計とする。 

・原子炉圧力 

・原子炉水位（広帯域） 

・原子炉水位（燃料域） 

・原子炉隔離時冷却系系統流量 

・高圧炉心スプレイ系系統流量 

・残留熱除去系系統流量 

・低圧炉心スプレイ系系統流量 

・格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｄ／Ｗ） 

・格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｓ／Ｃ） 

・起動領域計装 

・平均出力領域計装 

・残留熱除去系熱交換器入口温度 

・残留熱除去系熱交換器出口温度 

・残留熱除去系海水系系統流量 

・原子炉隔離時冷却系ポンプ吐出圧力 

・高圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

・残留熱除去系ポンプ吐出圧力 

・低圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

・使用済燃料プール水位・温度（ＳＡ広域） 

常設の重大事故等対象設備のうち以下のパラメータを計測する設備は，設計基準対象施設と兼用

せず，他の系統と切り替えることなく使用できる設計とする。 

・原子炉圧力容器温度 

・原子炉圧力（ＳＡ） 

・原子炉水位（ＳＡ広帯域） 

・原子炉水位（ＳＡ燃料域） 

・高圧代替注水系系統流量 

・低圧代替注水系原子炉注水流量 

・代替循環冷却系原子炉注水流量 

設備の相違 

・柏崎との相違は「6.4.2.4 容

量等」に記載の内容と同様 

設備の相違 

・柏崎との相違は「6.4.2.4 容

量等」に記載の内容と同様 
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

・低圧代替注水系格納容器スプレイ流量 

・低圧代替注水系格納容器下部注水流量 

・代替循環冷却系格納容器スプレイ流量 

・ドライウェル雰囲気温度 

・サプレッション・チェンバ雰囲気温度 

・サプレッション・プール水温度 

・格納容器下部水温 

・ドライウェル圧力 

・サプレッション・チェンバ圧力 

・サプレッション・プール水位 

・格納容器下部水位 

・格納容器内水素濃度（ＳＡ） 

・フィルタ装置水位 

・フィルタ装置圧力 

・フィルタ装置スクラビング水温度 

・フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

・フィルタ装置入口水素濃度 

・耐圧強化ベント系放射線モニタ 

・代替循環冷却系ポンプ入口温度 

・緊急用海水系流量（残留熱除去系熱交換器） 

・緊急用海水系流量（残留熱除去系補機） 

・代替淡水貯槽水位 

・西側淡水貯水設備水位 

・常設高圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

・常設低圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

・代替循環冷却系ポンプ吐出圧力 

・原子炉建屋水素濃度 

・静的触媒式水素再結合器動作監視装置 

・格納容器内酸素濃度（ＳＡ） 

・使用済燃料プール温度（ＳＡ） 

・使用済燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

・使用済燃料プール監視カメラ（使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置を含む） 

格納容器内水素濃度（ＳＡ）及び格納容器内酸素濃度（ＳＡ）並びにフィルタ装置入口水素濃度

を計測するためのサンプリング装置は，想定される重大事故等時に切り替えることなく使用できる

設計とする。また，中央制御室の制御盤にて監視及びスイッチでの操作が可能な設計とする。 

設備の相違（52 条と記載を整

合） 
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

6.4.3 主要設備及び仕様 

計装設備の主要設備及び仕様を第 6.4.1 表及び第 6.4.2 表に示す。 

6.4.4 試験検査 

基本方針については、「1.1.7.4 操作性及び試験・検査性について」に示す。 

使用済燃料プール監視カメラ（使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置を含む）のうち使用済燃

料プール監視カメラ用空冷装置は，想定される重大事故等時に切り替えることなく使用できる設計

とする。また，中央制御室の制御盤のスイッチにより弁操作及び起動操作が可能な設計とする。 

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）は，想定される重大事故等時において，設計基準対象

施設として使用する場合と同じ系統構成で重大事故等対処設備として使用する設計とする。 

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）のうちデータ伝送装置及び緊急時対策支援システム伝

送装置は，常時伝送を行うため，通常操作を必要としない設計とする。

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）のうちＳＰＤＳデータ表示装置は，付属のスイッチに

より緊急時対策所内で操作が可能な設計とする。

データ表示装置は，設計基準対象施設とは兼用しないため，想定される重大事故等時に切り替え

ることなく使用できる設計とする。 

データ表示装置の通信ケーブルの接続は，コネクタ接続により，容易かつ確実に接続できる設計

とし，付属のスイッチにより中央制御室内で操作が可能な設計とする。 

可搬型計測器は，設計基準対象施設とは兼用しないため，想定される重大事故等時に切り替える

ことなく使用できる設計とする。 

可搬型計測器の計装ケーブルの接続は，ボルト・ネジ接続とし，接続規格を統一することにより

一般的に使用される工具を用いて確実に接続できる設計とし，付属のスイッチにより設置場所での

操作が可能な設計とする。 

6.4.3 主要設備及び仕様 

計装設備の主要設備及び仕様を第 6.4－1 表及び第 6.4－2表に，重要監視パラメータ及び重要代

替監視パラメータ（重大事故等対処設備）を第 6.4－3 表に，代替パラメータによる主要パラメー

タの推定を第 6.4－4 表に示す。また，重大事故等対処設備を活用する手順等の着手の判断基準と

して用いる補助パラメータを第 6.4－5表に示す。 

6.4.4 試験検査 

基本方針については，「1.1.7.4 操作性及び試験・検査性について」に示す。 

設備の相違（54 条と記載を整

合）

設備の相違 

記載内容の相違 

・東二は玄海と違い，記録に限

定した記載ではなく，監視・計

測・記録する設備として記載。

設備の相違

設備の相違

設備の相違（※３による）

記載方針の相違 

・前述のＳＰＤＳに合わせ，最

初に設計基準対象施設との関

係を追記（柏崎と同様）。 

・記載方針の相違（※４による）

設備の相違 

・玄海はプラグ接続（工具不要）

であるのに対し，東二はボル

ト・ネジにて接続（工具が必要）

のため（柏崎と同様）。 

設計方針の相違 

・重大事故等対処設備に補助パ

ラメータを記載（柏崎と同様）。

記載内容の相違

・各表を紐づけて記載（柏崎と

同様）。
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測する設備は、模擬入力による機能・性能

の確認（特性の確認）及び校正ができる設計とする。 

可搬型計測器及び可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット入口温度／出口温度（SA）用）

は、模擬入力による機能・性能の確認（特性の確認）及び校正ができる設計とする。

緊急時運転パラメータ伝送システム（SPDS）及び SPDS データ表示装置は、機能・性能の確認が可

能な設計とする。また、外観の確認が可能な設計とする。

       第 6.4.1 表 計装設備（常設）の設備仕様 

 （1） １次冷却材高温側温度（広域） 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・プロセス計装設備 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     ４ 

     計測範囲     ０～400℃ 

 （2） １次冷却材低温側温度（広域） 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・プロセス計装設備 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     ４ 

     計測範囲     ０～400℃ 

 （3） １次冷却材圧力 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・プロセス計装設備 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     ２ 

     計測範囲     ０～21.0MPa［gage］ 

 （4） 加圧器水位 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測する設備は，原子炉の運転中又は停止中

に，模擬入力による機能・性能の確認（特性の確認）及び校正ができる設計とする。 

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）及びデータ表示装置は，原子炉の運転中又は停止中に，

機能・性能の確認及び外観の確認が可能な設計とする。

可搬型計測器は，原子炉の運転中又は停止中に，模擬入力による機能・性能の確認（特性の確認）

及び校正ができる設計とする。 

第 6.4－1表 計装設備（常設）の設備仕様 

(1) 原子炉圧力容器温度 

個  数     4 

計測範囲     0℃～500℃ 

(2) 原子炉圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     2 

計測範囲     0MPa［gage］～10.5MPa［gage］ 

(3) 原子炉圧力（ＳＡ） 

個  数     2 

計測範囲     0MPa［gage］～10.5MPa［gage］ 

(4) 原子炉水位（広帯域） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     2 

計測範囲     －3,800mm～1,500mm 

記載箇所の相違（※２による）

設備の相違（※１による）



玄海原子力発電所／東海第二発電所 基本設計比較表 【対象項目： 第５８条 】 

20 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・プロセス計装設備 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     ２ 

     計測範囲     ０～100％ 

 （5） 原子炉容器水位 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・プロセス計装設備 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     １ 

     計測範囲     ０～100％ 

 （6） 高圧注入ポンプ流量 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・プロセス計装設備 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     ２ 

     計測範囲     ０～400m３／h 

 （7） 余熱除去流量 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・プロセス計装設備 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     ２ 

     計測範囲     ０～1,300m３／h 

 （8） AM 用消火水積算流量 

     個  数     １ 

     計測範囲     ０～200m３／h（積算：０～10,000m３） 

 （9） Ｂ格納容器スプレイ流量積算流量 

     個  数     １ 

     計測範囲     ０～1,700m３／h（積算：０～10,000m３） 

 （10）格納容器内温度 

    兼用する設備は以下のとおり。 

(5) 原子炉水位（燃料域） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     2 

計測範囲     －3,800mm～1,300mm 

(6) 原子炉水位（ＳＡ広帯域） 

個  数     1 

計測範囲     －3,800mm～1,500mm 

(7) 原子炉水位（ＳＡ燃料域） 

個  数     1 

計測範囲     －3,800mm～1,300mm 

(8) 高圧代替注水系系統流量 

個  数     1 

計測範囲     0L／s～50L／s 

(9) 低圧代替注水系原子炉注水流量 

低圧代替注水系（常設） 

個  数    1 

計測範囲    0m３／h～500m３／h

低圧代替注水系（常設） 

個  数    1 

計測範囲    0m３／h～80m３／h

低圧代替注水系（可搬型） 

個  数    1 

計測範囲    0m３／h～300m３／h

低圧代替注水系（可搬型） 

個  数    1 

計測範囲    0m３／h～80m３／h 

(10) 代替循環冷却系原子炉注水流量 

個  数     2 

計測範囲     0m３／h～150m３／h 
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

    ・プロセス計装設備 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     １ 

     計測範囲     ０～220℃ 

 （11）格納容器内温度（SA） 

     個  数     １ 

     計測範囲     ０～220℃ 

 （12）格納容器圧力 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・プロセス計装設備 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     ２ 

     計測範囲     －50～450kPa［gage］ 

 （13）AM 用格納容器圧力 

     個  数     １ 

     計測範囲     ０～1.5MPa［gage］ 

 （14）格納容器再循環サンプ水位（広域） 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・プロセス計装設備 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     ２ 

     計測範囲     ０～100％ 

 （15）格納容器再循環サンプ水位（狭域） 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・プロセス計装設備 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     ２ 

     計測範囲     ０～100％ 

 （16）原子炉格納容器水位 

     個  数     １ 

(11) 原子炉隔離時冷却系系統流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     1 

計測範囲     0L／s～50L／s 

(12) 高圧炉心スプレイ系系統流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     1 

計測範囲     0L／s～500L／s 

(13) 残留熱除去系系統流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     3 

計測範囲     0L／s～600L／s 

(14) 低圧炉心スプレイ系系統流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     1 

計測範囲     0L／s～600L／s 

(15) 低圧代替注水系格納容器スプレイ流量 

低圧代替注水系（常設） 

個  数    1 

計測範囲    0m３／h～500m３／h

低圧代替注水系（可搬型） 

個  数    1 

計測範囲    0m３／h～500m３／h
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

     計測範囲     ON-OFF 

 （17）原子炉下部キャビティ水位 

     個  数     １ 

     計測範囲     ON-OFF 

 （18）格納容器内高レンジエリアモニタ（低レンジ） 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

    ・放射線管理設備（通常運転時等） 

    ・放射線管理設備（重大事故等時） 

     個  数     ２ 

     計測範囲     10２～10７μSv／h 

 （19）格納容器内高レンジエリアモニタ（高レンジ） 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

    ・放射線管理設備（通常運転時等） 

    ・放射線管理設備（重大事故等時） 

     個  数     ２ 

     計測範囲     10３～10８mSv／h 

 （20）出力領域中性子束 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・原子炉計装 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     ４（上部と下部の中性子束平均値） 

     計測範囲     ０～120％ 

 （21）中間領域中性子束 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・原子炉計装 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     ２ 

     計測範囲     10－１１～５×10－３A 

(16) 低圧代替注水系格納容器下部注水流量 

個  数     1 

計測範囲     0m３／h～200m３／h 

(17) 代替循環冷却系格納容器スプレイ流量 

個  数     2 

計測範囲     0m３／h～300m３／h 

(18) ドライウェル雰囲気温度 

個  数     8 

計測範囲     0℃～300℃ 

(19) サプレッション・チェンバ雰囲気温度 

個  数     2 

計測範囲     0℃～200℃ 

(20) サプレッション・プール水温度 

個  数     3 

計測範囲     0℃～200℃ 

(21) 格納容器下部水温 

ペデスタル床面高さ 0m検知用※１

個  数    5 

計測範囲    0℃～500℃ 

ペデスタル床面高さ＋0.2m 検知用※１

個  数    5 

計測範囲    0℃～500℃ 

※1 基準点は，ペデスタル底面（コリウムシールド上表面：

EL.11,806mm）からの高さ 

(22) ドライウェル圧力 

個  数     1 

計測範囲     0MPa［abs］～1MPa［abs］ 

(23) サプレッション・チェンバ圧力 
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

 （22）中性子源領域中性子束 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・原子炉計装 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     ２ 

     計測範囲     １～10６cps 

 （23）蒸気発生器狭域水位 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・プロセス計装設備 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     ８ 

     計測範囲     ０～100％ 

 （24）蒸気発生器広域水位 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・プロセス計装設備 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     ４ 

     計測範囲     ０～100％ 

 （25）補助給水流量 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・プロセス計装設備 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     ４ 

     計測範囲     ０～210m３／h 

 （26）主蒸気ライン圧力 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・プロセス計装設備 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     ８ 

     計測範囲     ０～9.5MPa［gage］ 

 （27）原子炉補機冷却水サージタンク水位 

個  数     1 

計測範囲     0MPa［abs］～1MPa［abs］ 

(24) サプレッション・プール水位 

個  数     1 

計測範囲     －1m～9m（EL.2,030～12,030mm） 

(25) 格納容器下部水位 

ペデスタル床面高さ＋0.50m 検知用※１

個  数    2 

計測範囲    EL.12,306mm 

ペデスタル床面高さ＋0.95m 検知用※１

個  数    2 

計測範囲    EL.12,756mm 

ペデスタル床面高さ＋1.05m 検知用※１

個  数    2 

計測範囲    EL.12,856mm 

ペデスタル床面高さ＋2.25m 満水管理用※１

個  数    2 

計測範囲    EL.14,056mm 

ペデスタル床面高さ＋2.75m 満水管理用※１

個  数    2 

計測範囲    EL.14,556mm 

※1 基準点は，ペデスタル底面（コリウムシールド上表面：

EL.11,806mm）からの高さ 

(26) 格納容器内水素濃度（ＳＡ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

個  数     1 

計測範囲     0vol％～100vol％ 

(27) 格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｄ／Ｗ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・プロセス計装設備 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     ２ 

     計測範囲     ０～100％ 

 （28）燃料取替用水タンク水位 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・プロセス計装設備 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     ２ 

     計測範囲     ０～100％ 

 （29）ほう酸タンク水位 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・プロセス計装設備 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     ２ 

     計測範囲     ０～100％ 

 （30）復水タンク水位 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・プロセス計装設備 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

     個  数     ２ 

     計測範囲     ０～100％ 

 （31）アニュラス水素濃度 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

    ・水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

     個  数     ２ 

     計測範囲     ０～20vol％ 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・放射線管理設備（通常運転時等） 

・放射線管理設備（重大事故等時） 

個  数     2 

計測範囲     10－２Sv／h～10５Sv／h 

(28) 格納容器雰囲気放射線モニタ（Ｓ／Ｃ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・放射線管理設備（通常運転時等） 

・放射線管理設備（重大事故等時） 

個  数     2 

計測範囲     10－２Sv／h～10５Sv／h 

(29) 起動領域計装 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     8 

計測範囲     10－１cps～10６cps 

（1.0×10３cm－２・s－１～1.0×10９cm－２・s－１） 

0％～40％又は 0％～125％ 

（1.0×10８cm－２・s－１～1.5×10１３cm－２・s－１） 

(30) 平均出力領域計装 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     2 

計測範囲     0％～125％（1.0×10１２～1.0×10１４cm－２・s－１） 

(31) フィルタ装置水位 

個  数     2 

計測範囲     180mm～5,500mm 



玄海原子力発電所／東海第二発電所 基本設計比較表 【対象項目： 第５８条 】 

25 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

(32) フィルタ装置圧力 

個  数     1 

計測範囲     0MPa［gage］～1MPa［gage］ 

(33) フィルタ装置スクラビング水温度 

個  数     1 

計測範囲     0℃～300℃ 

(34) フィルタ装置出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・放射線管理設備（重大事故等時） 

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

高レンジ 

個  数    2 

計測範囲    10－２Sv／h～10５Sv／h 

低レンジ 

個  数    1 

計測範囲    10－３mSv／h～10４mSv／h 

(35) フィルタ装置入口水素濃度 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

個  数     2 

計測範囲     0vol％～100vol％ 

(36) 耐圧強化ベント系放射線モニタ 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・放射線管理設備（重大事故等時） 

個  数     1 

計測範囲     10－３mSv／h～10４mSv／h 

(37) 代替循環冷却系ポンプ入口温度 

個  数     2 
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

計測範囲     0℃～100℃ 

(38) 残留熱除去系熱交換器入口温度 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     2 

計測範囲     0℃～300℃ 

(39) 残留熱除去系熱交換器出口温度 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     2 

計測範囲     0℃～300℃ 

(40) 残留熱除去系海水系系統流量 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     2 

計測範囲     0L／s～550L／s 

(41) 緊急用海水系流量（残留熱除去系熱交換器） 

個  数     1 

計測範囲     0m３／h～800m３／h 

(42) 緊急用海水系流量（残留熱除去系補機） 

個  数     1 

計測範囲     0m３／h～50m３／h 

(43) 代替淡水貯槽水位 

個  数     1 

計測範囲     0m～20m 

(44) 西側淡水貯水設備水位 
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

個  数     1 

計測範囲     0m～4.5m 

(45) 常設高圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

個  数     1 

計測範囲     0MPa［gage］～10MPa［gage］ 

(46) 常設低圧代替注水系ポンプ吐出圧力 

個  数     2 

計測範囲     0MPa［gage］～5MPa［gage］ 

(47) 代替循環冷却系ポンプ吐出圧力 

個  数     2 

計測範囲     0MPa［gage］～5MPa［gage］ 

(48) 原子炉隔離時冷却系ポンプ吐出圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     1 

計測範囲     0MPa［gage］～10MPa［gage］ 

(49) 高圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     1 

計測範囲     0MPa［gage］～10MPa［gage］ 

(50) 残留熱除去系ポンプ吐出圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     3 

計測範囲     0MPa［gage］～4MPa［gage］ 
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

(51) 低圧炉心スプレイ系ポンプ吐出圧力 

兼用する設備は以下のとおり。 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     1 

計測範囲     0MPa［gage］～4MPa［gage］ 

(52) 原子炉建屋水素濃度 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

個  数     2※２ 

計測範囲     0vol％～10vol％ 

         ※2 原子炉建屋原子炉棟 6階 

(53) 原子炉建屋水素濃度 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

個  数     3※３

計測範囲     0vol％～20vol％ 

         ※3 原子炉建屋原子炉棟地下 1階，2階  

(54) 静的触媒式水素再結合器動作監視装置 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

個  数     4（2個の静的触媒式水素再結合器に対して出入口に 1個設置） 

計測範囲     0℃～300℃ 

(55) 格納容器内酸素濃度（ＳＡ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

個  数     1 

計測範囲     0vol％～25vol％ 
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

 （32）緊急時運転パラメータ伝送システム（SPDS）（３号及び４号炉共用） 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

(56) 使用済燃料プール水位・温度（ＳＡ広域） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備 

・原子炉プラント・プロセス計装 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     水位：1 

         温度：1（検出点 2箇所）

計測範囲     水位：－4,300～＋7,200mm（EL.35,077～46,577mm） 

         温度：0℃～120℃ 

(57) 使用済燃料プール温度（ＳＡ） 

個  数     1（検出点 8箇所） 

計測範囲     0℃～120℃ 

(58) 使用済燃料プール放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

・放射線管理設備（重大事故等時） 

高レンジ 

個  数    1 

計測範囲    10－２Sv／h～10５Sv／h 

低レンジ 

個  数    1 

計測範囲    10－３mSv／h～10４mSv／h 

(59) 使用済燃料プール監視カメラ（使用済燃料プール監視カメラ用空冷装置を含む） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備 

・計装設備（重大事故等対処設備） 

個  数     1 

(60) 安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ） 

兼用する設備は以下のとおり。 

・計装設備（重大事故等対処設備） 



玄海原子力発電所／東海第二発電所 基本設計比較表 【対象項目： 第５８条 】 

30 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

    ・緊急時対策所（通常運転時等） 

    ・緊急時対策所（重大事故等時） 

    ・通信連絡設備（通常運転時等） 

    ・通信連絡設備（重大事故等時） 

     個  数     一式 

 （33）SPDS データ表示装置（３号及び４号炉共用） 

    兼用する設備は以下のとおり。 

    ・計装設備（重大事故等対処設備） 

    ・緊急時対策所（通常運転時等） 

    ・緊急時対策所（重大事故等時） 

    ・通信連絡設備（通常運転時等） 

    ・通信連絡設備（重大事故等時） 

     個  数     一式 

      第 6.4.2 表 計装設備（可搬型）の設備仕様 

（1） 格納容器水素濃度（３号及び４号炉共用） 

   兼用する設備は以下のとおり。 

   ・計装設備（重大事故等対処設備） 

   ・水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

    個  数     １（予備２） 

    計測範囲     ０～20vol％ 

（2） 原子炉補機冷却水サージタンク圧力（SA）（３号及び４号炉共用） 

    個  数     ２（予備２） 

    計測範囲     ０～１MPa［gage］ 

（3） 可搬型温度計測装置（格納容器再循環ユニット入口温度／出口温度（SA）用）（３号及び４号炉

共用） 

    個  数      一式＊１

             ＊１ 可搬型温度計測装置のうち可搬型の 

               温度計本体は８個（予備４個）、３号炉 

               の検出器は３個とする。 

・緊急時対策所（通常運転時等） 

・緊急時対策所（重大事故等時） 

・通信連絡設備（通常運転時等） 

・通信連絡設備（重大事故等時） 

データ伝送装置 

個  数     一式 

緊急時対策支援システム伝送装置 

個  数     一式 

ＳＰＤＳデータ表示装置 

個  数     一式 

第 6.4－2表 計装設備（可搬型）の設備仕様 

(1) データ表示装置 

個  数     一式 
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

（4） 可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の温度、圧力、水位及び流量（注水量）

計測用）（３号及び４号炉共用） 

    個  数     18（予備９） 

（5） 可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の圧力、水位及び流量（注水量）計測用）

（３号及び４号炉共用） 

    個  数     64（予備 32） 

(2) 可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の温度，圧力，水位及び流量（注水量）

計測用） 

個  数     20（予備 20） 

(3) 可搬型計測器（原子炉圧力容器及び原子炉格納容器内の圧力，水位及び流量（注水量）計測用）

個  数     19（予備 19） 
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備の相違 
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備の相違
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備の相違
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備の相違
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備の相違
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備の相違
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備の相違
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備の相違
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備の相違



玄海原子力発電所／東海第二発電所 基本設計比較表 【対象項目： 第５８条 】 

41 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備の相違
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備の相違
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備・運用の相違
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備・運用の相違
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備・運用の相違



玄海原子力発電所／東海第二発電所 基本設計比較表 【対象項目： 第５８条 】 

46 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備・運用の相違
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備・運用の相違
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備・運用の相違
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備・運用の相違
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備・運用の相違
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備・運用の相違
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備・運用の相違
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備・運用の相違
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備・運用の相違
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赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備・運用の相違



玄海原子力発電所／東海第二発電所 基本設計比較表 【対象項目： 第５８条 】 

56 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備・運用の相違



玄海原子力発電所／東海第二発電所 基本設計比較表 【対象項目： 第５８条 】 

57 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

手順の着手判断基準に用いる

補助パラメータを重大事故等

対処設備に設定（柏崎と同様）



玄海原子力発電所／東海第二発電所 基本設計比較表 【対象項目： 第５８条 】 

58 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備・運用の相違

記載表現の相違 

・東二は基準規則の設備名を引

用し「重大事故等対処設備」と

記載） 



玄海原子力発電所／東海第二発電所 基本設計比較表 【対象項目： 第５８条 】 

59 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備・運用の相違
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第 6.4－3図 計装設備（重大事故等対処設備）系統概要図（3） 

（計器電源喪失時に使用する設備） 

ＭＣＣ ２Ｄ系

【区分Ⅱ】

ＭＣＣ ２Ｄ系

【区分Ⅱ】

ＭＣＣ ＨＰＣＳ

【区分Ⅲ】

ＭＣＣ ２Ｄ系

【区分Ⅱ】

ＭＣＣ ２Ｃ系

【区分Ⅰ】

ＭＣＣ ２Ｃ系

【区分Ⅰ】

ＭＣＣ ２Ｃ系

【区分Ⅰ】

緊急用125V系

蓄電池

緊急用直流125V主母線盤

緊急用直流125VＭＣＣ

直流125V

充電器Ａ

直流125V主母線盤２Ａ

直流125VＭＣＣ ２Ａ系

直流125V分電盤２Ａ系緊急用直流125V計装分電盤

125V系

蓄電池Ａ系

直流125V主母線盤２Ｂ

125V系

蓄電池Ｂ系

直流125V分電盤２Ｂ系

直流125V

予備充電器

可搬型代替

直流電源設備

用電源切替盤

緊急用

電源切替盤

緊急用

電源切替盤

緊急用

ＭＣＣ

直流125V

充電器Ｂ

緊急用直流125V

充電器

緊急用

電源切替盤

無停電

電源装置B

無停電

電源装置A

電源車

可搬型代替低圧電源車

接続盤
（位置的分散を図った

東西２箇所に設置）

可搬型

整流器用

変圧器

Ｐ／Ｃ ２Ｃ・２Ｄ及び緊急用Ｐ／Ｃへ

可搬型整流器

電源車：配線用遮断器

：遮断器

：切替装置

：蓄電池

：変圧器

：接続口

：可搬型代替低圧電源車

：常設設備・電路実線

点線 ：可搬型設備・電路

【凡例】

計測機器

計測機器計測機器 計測機器 計測機器 計測機器

緊急用

無停電

電源装置

※２

※３ ※３

※１

計測機器

※１※１

データ伝送装置

緊急用

電源切替盤

※２

原子炉建屋

東側接続口

原子炉建屋

西側接続口

： パワーセンタ

： モータコントロールセンタ

Ｐ／Ｃ

ＭＣＣ

【略語】

ＭＣＣ ２Ｄ系

【区分Ⅱ】
ＭＣＣ ２Ｃ系

【区分Ⅰ】

計測機器計測機器

可搬型計測器
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第 6.4－4 図 計装設備（重大事故等対処設備）系統概要図（4） 

（計器電源喪失時に使用する設備） 

ＭＣＣ ２Ｃ系

【区分Ⅰ】

直流±24V

充電器Ａ

120/240V計装用主母線盤２Ａ

ＭＣＣ ２Ｄ系

【区分Ⅱ】

120/240V計装用主母線盤２Ｂ

120/240V計装用主母線盤

中性子モニタ用

蓄電池A系

直流±24V中性子モニタ用分電盤２Ａ

中性子モニタ用

蓄電池B系

直流±24V中性子モニタ用分電盤２Ｂ

計測機器計測機器 計測機器 計測機器

※４ ※５

直流±24V

充電器Ａ

直流±24V

充電器Ｂ

直流±24V

充電器Ｂ

：配線用遮断器

：変圧器

：蓄電池

【凡例】



玄
海
原
子

力
発
電
所

／
東

海
第
二
発
電

所
 
基

本
設
計

比
較
表

 
【
対

象
項
目
：

 
第
５
８
条
 
】
 

6
2 

赤
字
：
設
備
，
運
用
又
は
体
制
の
相
違

（
設

計
方

針
の

相
違

）

青
字
：
記
載
箇
所
又
は
記
載
内
容
の
相

違
（

記
載

方
針

の
相

違
）

緑
字
：
記
載
表
現
，
設
備
名
称
の
相
違

等
（

実
質

的
な

相
違

な
し
）

黄
色
ハ
ッ
チ
：
ヒ
ア
リ
ン
グ
コ
メ
ン
ト

対
応

玄
海
原
子
力
発
電
所
 
３
／
４
号
炉
 

東
海
第
二
発
電
所
 

備
考
 

設
備
・
運

用
の

相
違

第 6.4－5 図 計装設備（重大事故等対処設備）系統概要図（5） 

（計器電源喪失時に使用する設備） 

緊急用直流

125V充電器

ＭＣＣ ２Ｄ系

M

直流125V

充電器Ｂ

計測機器

電源車 電源車

可搬型代替低圧電源車

接続盤
（位置的分散を図った

東西２箇所に設置）

★

： 高圧炉心スプレイ系

： メタルクラッド開閉装置

： パワーセンタ

： モータコントロールセンタ

ＨＰＣＳ

Ｍ／Ｃ

Ｐ／Ｃ

ＭＣＣ

【略語】

※７

緊急用Ｍ／Ｃ

緊急用断路器

G
予備GGGGG

（２Ｃ）

Ｍ／Ｃ ２Ｃ

Ｐ／Ｃ ２Ｃ

動力

変圧器

２Ｃ

※６

常用電源

設備より

M

D/G

（２Ｄ）

Ｍ／Ｃ ２Ｄ

動力

変圧器

２Ｄ

（ＨＰＣＳ）

動力

変圧器

ＨＰＣＳ

Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳＭ／Ｃ ２Ｅ

154kV系

予備変圧器より

※６

常用電源

設備より

常用電源

設備より
D/G D/G

M M

ＭＣＣ ＨＰＣＳ

計装用

変圧器

計測機器

M 計装用電源

ＨＰＣＳ

緊急用Ｐ／Ｃ

緊急用ＭＣＣ

Ｐ／Ｃ ２Ｄ

★

★

緊急用

動力

変圧器

M M

M

原子炉建屋

東側接続口

原子炉建屋

西側接続口

緊急用

電源

切替盤

直流125V

充電器Ａ

M

※４

M

ＭＣＣ ２Ｃ系

計装用

変圧器

計装用

電源

計測機器

計装用

変圧器

緊急用

計装用電源

計測機器

緊急用

電源

切替盤

M

※７ ※５
M

計装用

変圧器

計装用

電源

計測機器

M

：ディーゼル発電機

：常設代替高圧電源装置

：可搬型代替低圧電源車

：遮断器

：断路器

：変圧器

：配線用遮断器

：切替装置

：モータ(電動弁等)

：接続口

：常設設備・電路実線

：可搬型設備・電路点線

【凡例】

D/G

G

電源車

可搬型計測器
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○60

○61

○63

○62

※１：安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）は，○61～○63より構成する。

○60データ表示装置
○61データ伝送装置 ※１
○62緊急時対策支援システム伝送装置 ※1
○63ＳＰＤＳデータ表示装置 ※1

○63 ＳＰＤＳデータ
表示装置

【凡例】

無線通信装置

データ
伝送装置

プロセス
計算機

無線通信装置

緊急時対策支援
システム伝送装置

緊急時対策支援システム
（ＥＲＳＳ）

原子炉建屋

中央制御室待避室

データ
表示装置
（待避室）

無線

有線
（光ケーブル）

：有線系

：無線又は衛星系

緊急時対策所

統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
有
線
系
）

統合原子力防災
ネットワーク（衛星系）

発電所内 発電所外

：通常伝送ライン

：バックアップ伝送ライン

データ
表示装置

現場計器等

原子炉建屋付属棟

緊急時対策所建屋

第6.4－6図 計装設備（重大事故等対処設備）系統概要図（6） 

（パラメータ記録時に使用する設備） 



玄海原子力発電所／東海第二発電所 基本設計比較表 【対象項目： 第５８条 】 

64 

赤字：設備，運用又は体制の相違（設計方針の相違）

青字：記載箇所又は記載内容の相違（記載方針の相違）

緑字：記載表現，設備名称の相違等（実質的な相違なし）

黄色ハッチ：ヒアリングコメント対応

玄海原子力発電所 ３／４号炉 東海第二発電所 備考 

設備・運用の相違


